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◆水道事業の直面する課題

◆水道の投資水準と世代間負担の公平性

◆国の政策（基盤強化）の方向性

◆水道の持続可能性のために
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◆少子高齢化、人口減少

–需要減少、収入減少、職員減少、技術継承の危機

◆施設の老朽化

–事故リスクの増加、維持管理費・更新投資の増加

◆自然災害の頻発

–地震、巨大台風・ゲリラ豪雨、寒波

◆国・地方の財政危機

–地方公営企業の“自立化”へのプレッシャーの高まり
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熊谷和哉氏講演資料から引用（https://www.pref.osaka.lg.jp/attach/40129/00000000/kourousyou.pdf）

過去

現在

将来

昭和32年（1957年）
水道法制定

平成30年（2018年）
水道法改正
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日本の総人口は今後40年間
で3分の2に減少

厚労省専門委員会資料から引用（https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000476640.pdf）

人口減少
投資の抑制
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費用

投資

投資水準

リスク

イメージ図
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◆低料金への社会的要請に対する取り組み

–コスト（人件費）削減＝＞人材不足

–投資の抑制・先送り＝＞リスク増、将来世代の負担増

–企業債依存＝＞将来世代の元金返済、利子負担

◆増え続ける投資を抑制するためには？

– 効率的・機能的なダウンサイジング

–必要な投資の選別（非効率水源の廃止、長寿命管・安
価な水道管・事後保全の使い分け、計画給水区域の
見直し）

–効率的な維持管理（DX、クラウド活用）
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◆水道法改正

–国：基本方針の策定、運営権の許可

–都道府県：水道基盤強化計画の策定、広域連携等推進協
議会の設置

–事業体：台帳整備、収支見通しの公表

◆ 基本方針

–地方自治体：区域内における水道事業者等の連携、基盤
強化施策の策定・実施

–民間企業：水道事業者等と連携し水道事業等の基盤強化
を支援

–住民：更新等に必要な財源確保の重要性を理解し水道の
経営に自らも参画しているとの認識で水道に関わる
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◆危機意識の共有

◆水道の経営に対する認知度の向上

–住民との効果的なコミュニケーション

◆民間企業の果たしてきた役割の正しい理解

–将来の官民連携のさらなる進化！

◆先人が築き上げた水道を、現世代の私たちが
みんなで力を合わせて将来世代に残すために
何ができるのか、何をなすべきか？

– 広域的な水道システムの構築

待ったなし！スピード感ある決断・行動を！
9



出所：あらおウォーターサービスHP（http://www.arao-water.co.jp/?page_id=13）

出所：大阪広域水道企業団HP（https://www.wsa-osaka.jp/material/files/
group/5/01_tougousoann_gaiyou.pdf）

秋田県：生活排水処理事業に関する “広域補完組織”
出所：秋田県HP（https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/64986）

荒尾市：広範囲な包括委託“荒尾モデル”

大阪府：大阪広域水道企業団“垂直統合”
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